
市議会
武蔵野

だより
市議会
武蔵野

だより
発　行 武蔵野市議会
 東京都武蔵野市緑町 2-2-28
 TEL 0422-60-1883（直）
 FAX 0422-55-7555

No.353
発行日 平成26年（2014年）5月15日

CONTENTS

MUSASHINO
MUNICIPAL
ASSEMBLY

● 代表質問・施政方針 …………２-３面
● 予算特別委員会審査概要 ……４-５面
● 予算に対する各会派の討論 …… ５面
● 一般質問 ………………………６-７面
● 議案審議結果一覧 ……………… ８面
● 陳情審議結果 …………………… ８面

メールアドレス 市議会ホームページofc-gikai@city.musashino.lg.jp http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

　

一
般
会
計
六
百
二
億
六
千
万
円
を
中
心
と

し
た
平
成
二
十
六
年
度
の
各
会
計
予
算
案

は
、
二
月
二
十
七
日
の
本
会
議
で
、
同
日
設

置
さ
れ
た
十
二
名
の
委
員
か
ら
成
る
予
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
三
月
十
二
日
に
正
副
委
員

長
を
互
選
し
た
後
、十
三
日
か
ら
五
日
間
に
わ

た
っ
て
各
予
算
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
六
日
の
本
会
議
で
は
、
桑
津
昇
太
郎

予
算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審

査
概
要
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

報
告
に
対
す
る
質
疑
・
討
論
が
行
わ
れ
、
個

第
一
回
　
市
議
会
定
例
会

　

第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
十
一
日
か
ら
三
月
二
十
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
七
人
の
各
会
派
代
表
質

問
、
お
よ
び
十
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度

武
蔵
野
市
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
三
十
二
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
予
算
を
可
決

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
　
持
続
可
能
で
確
か
な

未
来
を
築
く
予
算
　
一
般
会
計
は
六
百
二
億
円

「花見日和」
撮影：原　俊昭（武蔵野市）
場所：武蔵野中央公園（2014.4.5）
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別
採
決
の
結
果
、
平
成
二
十
六
年
度
一
般
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
・
介
護
保

険
事
業
会
計
の
四
特
別
会
計
、
お
よ
び
水
道

事
業
会
計
（
企
業
会
計
）
の
各
予
算
は
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確
定

し
、
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三
面
に
代

表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別
委
員
会
審

査
概
要
お
よ
び
討
論
を
掲
載
）。

武
蔵
野
市
行
政
財
産

使
用
料
条
例
を
可
決

　

三
月
四
日
の
総
務
委
員
会
の
審
査
を
経

て
、
同
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
「
武
蔵

野
市
行
政
財
産
使
用
料
条
例
」
が
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
財
産
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
そ
の
用
途
ま
た
は
目
的
を
妨
げ
な
い
限

度
に
お
い
て
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
許
可
を
受
け
た
行
政
財
産
の
使

用
に
対
し
て
は
、
使
用
料
を
徴
収
で
き
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
条
例
は
、
庁
舎
内
の
食

堂
や
市
内
の
電
柱
等
、
行
政
財
産
の
目
的
外

使
用
に
係
る
使
用
料
の
額
や
減
免
の
手
続
等

に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
新
た
に
定
め
、
よ

り
一
層
の
行
政
財
産
の
適
切
か
つ
効
率
的
な

管
理
を
図
る
も
の
で
す
。
施
行
日
は
、
平
成

二
十
六
年
十
月
一
日
で
す
。

武
蔵
野
市
ま
ち
づ
く
り

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
可
決

　

三
月
七
日
の
建
設
委
員
会
の
審
査
を
経

て
、
同
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
「
武
蔵

野
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
施

行
後
お
お
む
ね
五
年
以
内
を
め
ど
に
必
要
な

見
直
し
を
行
う
と
い
う
付
則
に
基
づ
き
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
状
況
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
都
市

防
災
機
能
の
拡
充
や
環
境
へ
の
配
慮
を
進

め
、
持
続
可
能
な
都
市
を
目
指
す
こ
と
を
条

例
の
目
的
に
追
記
す
る
と
と
も
に
、
大
規
模

土
地
取
引
に
係
る
土
地
の
利
用
に
対
し
て
、

住
民
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
関
連

す
る
意
見
書
提
出
の
手
続
き
等
を
定
め
て

い
ま
す
。

桜満開の武蔵野中央公園は、花壇に
も色とりどりの春の花が咲いていて
絶好のお花見日和になりました。

Photo Galleryフォトギャラリー

次回の応募要領については、7面をご覧ください。
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ただ

代 表 質 問

「施政方針」は武蔵野市役所
のホームページでご覧いた
だけます。また、市役所の
市政資料コーナー、各図書
館、武蔵野プレイスで閲覧
できます。

２月24日、市長の施政方針に対して、７名の各会派代表者による
代表質問が行われました。以下はその要旨です。

民
主
生
活
者
ネ
ッ
ト
●
西
園
寺
み
き
こ
議
員

市
民
の
力
、自
治
の
力
を
高
め
る

「
に
ぎ
や
か
な
民
主
主
義
」を
目
指
し
て

市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ
●
桑
津
昇
太
郎
議
員

持
続
可
能
な
都
市
の
実
現
へ
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
市
政
の
経
営
を

む
さ
し
の
無
所
属
ク
ラ
ブ
●
小
美
濃
安
弘
議
員

平
和
施
策
の
推
進
に
向
け
、

貴
重
な
戦
争
遺
跡
の
継
承
を

市
民
の
党
●
山
本
ひ
と
み
議
員

国
の
社
会
保
障
制
度
後
退
が
進
ん
で
い
る

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
を

	
自
治
基
本
条
例
制
定
に
向
け

た
進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
。

　

	
市
民
・
議
会
と
と
も
に
議
論

す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
特
に
議
会

の
役
割
が
大
き
い
と
認
識
し
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
が
、
意
見
交
換

が
進
ん
で
い
な
い
。

	

調
整
計
画
策
定
へ
の
市
民
参

加
は
「
に
ぎ
や
か
な
民
主
主
義
」

と
し
て
、
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

か
け
、
市
民
と
行
政
と
の
信
頼
関

係
を
醸
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

　

	

前
回
の
百
名
に
及
ぶ
市
民
会

議
方
式
は
良
い
や
り
方
だ
っ
た
が

ベ
ス
ト
で
は
な
い
。
よ
り
多
様
な

声
を
聞
く
た
め
、
無
作
為
抽
出
型

や
公
募
型
を
多
用
し
て
い
く
。

	

「
水
の
学
校
（
仮
称
）」
は
大

人
の
学
び
の
観
点
で
期
待
し
て
い

る
。
福
祉
・
防
災
・
環
境
等
の

テ
ー
マ
で
も
同
様
の
「
学
校
」
を

検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

　

	

水
の
循
環
型
社
会
を
構
築
す

る
た
め
連
続
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
修
了
者
に
は
今
後
、
主
体
的

に
諸
活
動
へ
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、他

の
分
野
で
の
開
催
も
検
討
し
た
い
。

	

市
民
参
加
の
市
政
を
進
め
る

一
方
で
、「
協
働
」
の
言
葉
が
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

　

	

協
働
へ
の
支
援
を
継
続
的
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
連
携
と
い

う
表
現
を
使
用
し
て
お
り
、
連

携
・
協
働
を
今
後
も
進
め
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

	

市
内
で
は
昨
年
未
成
年
者
に

よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
っ
た
。

ま
た
全
国
的
に
も
引
き
こ
も
り
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
若
者
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
意
義
と
方
向
性
は
。

　

	

義
務
教
育
を
終
え
た
世
代
に

対
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
な
か
っ
た
と

い
う
反
省
に
基
づ
き
、
学
習
支
援

等
の
生
活
支
援
、
若
者
を
地
域
に

呼
び
込
む
取
り
組
み
等
に
着
手
し

て
い
く
。

	

吉
祥
寺
東
町
に
あ
る
、
中
島

飛
行
機
製
作
所
の
女
子
寮
だ
っ
た

建
物
が
、
現
在
も
島
原
市
の
学
生

寮
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
耐

震
上
の
問
題
で
今
年
廃
止
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
今
後
も
貴
重
な
戦
争

遺
跡
と
し
て
後
世
に
残
し
、
資
料

の
収
集
等
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

　

	

建
物
の
保
存
に
つ
い
て
は
難

し
い
課
題
で
あ
る
。
今
後
調
査
を

行
っ
た
う
え
で
貴
重
な
資
料
は
と

ど
め
、
市
で
何
が
で
き
る
か
も
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

	

旧
西
部
図
書
館
に
開
設
予
定

の
歴
史
資
料
館
は
、
面
積
や
場
所

等
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
た
め
、

今
回
の
計
画
は
暫
定
的
な
も
の
と

し
、
将
来
的
に
は
適
切
な
床
面
積

で
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
場
所

に
本
格
的
な
歴
史
資
料
館
を
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

	

得
ら
れ
た
面
積
の
中
で
最

大
限
工
夫
を
し
て
展
示
・
保
存
を

行
い
、
近
隣
地
に
は
収
蔵
庫
の
ス

ペ
ー
ス
も
確
保
し
て
い
き
た
い
。

将
来
的
な
拡
充
等
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
建
て
替
え
の
計
画
の
際
に
、

再
度
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

	

公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管

理
者
の
選
定
に
お
い
て
、
今
後
民

間
事
業
者
を
参
入
さ
せ
た
公
募
方

式
を
と
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
事

業
の
委
任
を
想
定
し
て
い
る
か
。

　

	

単
純
な
施
設
の
貸
し
出
し
事

業
等
は
、
指
定
管
理
の
方
向
性
と

し
て
あ
り
得
る
と
考
え
て
お
り
、

よ
り
効
率
的
な
運
営
が
可
能
と
な

る
場
合
も
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。

	
吉
祥
寺
東
町
一
丁
目
や
北
町

保
育
園
で
の
雨
水
貯
留
施
設
設
置

工
事
に
お
い
て
は
、
近
隣
住
民
の

方
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
工
事
に
起
因
す
る

不
都
合
が
生
じ
た
と
き
は
、
工
事

終
了
後
の
経
過
年
数
に
関
係
な
く
、

市
が
責
任
を
持
っ
て
調
査
・
対
応

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

	

工
事
終
了
後
も
、
課
題
が
生

じ
た
場
合
に
は
市
で
責
任
を
持
っ

て
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

	

安
倍
政
権
は
国
の
あ
り
方
を

戦
争
が
で
き
る
国
へ
変
え
る
方
向

へ
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
だ
よ
う
だ
が
、

①
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
容
認

を
、
憲
法
改
正
の
手
続
き
を
経
ず

に
行
う
懸
念
に
対
す
る
見
解
は
②

原
発
再
稼
動
に
関
す
る
見
解
は
。

　

	
①
わ
が
国
の
平
和
の
取
り
組

み
を
否
定
し
か
ね
な
い
解
釈
に
な

る
と
す
れ
ば
、
大
変
憂
慮
す
べ
き

で
あ
る
②
大
変
危
惧
し
て
い
る
。

	

住
宅
政
策
は
、
こ
の
間
足
踏

み
状
態
で
あ
り
、
独
居
高
齢
者
の

住
宅
確
保
は
困
難
な
状
況
と
考
え

る
が
、
新
年
度
の
新
た
な
展
開
は
。

　

	

民
間
の
住
宅
資
源
の
活
用
を

推
進
し
た
い
。
ま
た
高
齢
者
の
賃

貸
住
宅
の
入
居
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
福
祉
公
社
が
二

十
七
年
度
の
開
始
を
目
途
に
検
討

中
で
あ
り
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

	

今
年
四
月
入
所
の
認
可
保
育

園
は
、
募
集
定
員
三
百
十
人
に
対

し
、
八
百
七
十
三
人
の
申
し
込
み

だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
①
四
月

時
点
の
待
機
児
数
の
見
込
み
は
②

一
年
後
の
待
機
児
ゼ
ロ
に
向
け
、

今
年
度
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

	

①
一
定
程
度
の
待
機
児
数
が

発
生
す
る
も
の
と
予
測
し
て
い
る

②
二
十
七
年
四
月
に
向
け
て
合
計

で
三
百
五
十
一
名
の
定
員
拡
充
の

計
画
を
立
て
て
い
る
。
前
倒
し
が

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
対
応
を

早
め
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

	

自
治
基
本
条
例
制
定
に
向

け
議
論
を
重
ね
る
と
あ
る
が
、
国

籍
・
年
齢
・
性
別
・
障
害
の
有
る

無
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
こ
そ
ま
ち
づ
く
り

の
大
き
な
目
標
と
す
べ
き
で
あ
り
、

住
民
投
票
も
意
識
し
て
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

	

条
例
に
よ
り
、
自
治
の
方
向

を
明
確
化
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

昼
間
の
市
民
や
外
国
の
居
住
者
も

含
め
、
多
様
な
市
民
を
対
象
に
し

た
も
の
で
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で

あ
り
、
参
加
の
仕
組
み
の
中
で
住

民
投
票
制
度
も
大
切
な
項
目
だ
。

都
市
の
資
源
を
活
用
し
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

　

	

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

持
た
な
い
武
蔵
野
市
は
、
自
治
体

と
の
連
携
は
不
可
欠
と
思
う
が
、

他
都
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

	

下
水
道
施
設
は
、
早
期
に
再

整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
多
額
の
経
費
や
投
資
が
求
め

ら
れ
る
。
経
営
課
題
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

　

	

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
大
切
な
課

題
で
、
膨
大
な
予
算
を
必
要
と
す

る
た
め
、
健
全
な
経
営
を
進
め
る

上
で
基
金
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

	

災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る

上
で
、
耐
震
化
助
成
等
の
行
政
の

後
押
し
が
欠
か
せ
な
い
と
思
う

が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　

	

耐
震
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
は
、
助
成
事
業
を
強
化
し
、

支
援
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

	

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
友
好

	

東
京
都
と
の
水
道
事
業
の
一

元
化
を
進
め
る
上
で
、
老
朽
化
し

て
い
る
浄
水
場
等
も
協
議
対
象
と

考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

	

現
在
は
事
務
レ
ベ
ル
で
の
協

議
を
進
め
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
境

浄
水
場
計
画
も
注
視
し
て
い
く
。

	

吉
祥
寺
駅
周
辺
地
区
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
将
来
構
想
を
練
り

上
げ
た
中
で
、
再
開
発
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長

の
所
見
を
伺
う
。

　

	

急
ぐ
べ
き
も
の
は
南
口
広
場

の
整
備
で
あ
り
、
全
体
の
再
整
備

に
つ
い
て
は
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

	

ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

る
が
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の

推
進
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
う
。

　

	

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り
は
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
り
、
活
動
を
続
け
る
団
体
の

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。
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市政運営の基本的な考え
1 平和で美しい都市づくり
▪�武蔵野らしさを磨きながら、過去から未来へつな
ぐ美しい都市づくりを進め、核も戦争もない平和
な未来に向け「平和の声」を発信する。

2 防災・減災のまちづくり
▪�自らのまちは自らが守る自治の取り組みと、他都
市との連携の視点で災害への備えを進める。

3 循環型都市づくりの推進
▪�原発に依存しない社会を目指し、新エネルギーの
供給、電力需給のスマート化を研究し、クリーン
センターを豊かな環境創造の拠点として整備する。

4 一人ひとりを大切に
▪�保育園待機児童対策について定員拡充を図るとと
もに、個々の課題に応じたきめ細やかな福祉施策
の充実を進める。

5 コミュニティの輪を広げ、地域力を育む
▪�多様なコミュニティ活動に支えられる地域コミュ
ニティのあり方の議論を深める。

6 活力ある個性豊かなまちづくり
▪�まちの魅力を高め豊かな暮らしを支える産業の振
興を図るとともに、３駅周辺の各特徴を生かし、
個性豊かで魅力的なまちづくりを進める。

7 自治と連携のまちづくり
▪�議会と市長の役割を明確化し、自治基本条例制定
の検討を進める。
▪�近隣自治体や地方都市と課題を共有し、交流と連
携を進める。

8 健全な市政運営と計画行政の推進
▪�新たな課題を創造性を持って解決し、市民の力を
最大限生かしながら、次世代に誇りを持って継承
できる持続可能な都市の実現を目指す。

市 長 の 施 政 方 針

一人ひとりを大切に
持続可能で確かな未来を築く予算

【市長が2月21日の本会議で行った「施政方針」演説の要旨です】

邑上守正市長

日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
●
橋
本
し
げ
き
議
員

公
有
地
を
活
用
し
た

さ
ら
な
る
待
機
児
童
対
策
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
●
き
く
ち
太
郎
議
員

北
ホ
ー
ル
な
ど
突
然
の
閉
鎖
方
針
、

市
長
は
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き

市
議
会
公
明
党
●
田
辺
あ
き
子
議
員

住
宅
の
安
定
は
福
祉
の
要

積
極
的
な
取
り
組
み
を

	

待
機
児
童
対
策
の
最
大
の
鍵

は
認
可
保
育
園
の
増
設
だ
と
一
貫

し
て
主
張
し
て
き
た
。
待
機
児
童

解
消
に
対
す
る
市
の
努
力
は
評
価

す
る
が
、
公
有
地
の
活
用
を
図
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
対
策
は
。

　

	

必
要
に
応
じ
て
市
有
地
な
ど

の
公
有
地
の
活
用
を
検
討
し
た

	

近
隣
諸
国
と
の
領
土
に
関
す

る
課
題
が
あ
る
中
、
主
権
国
家
と

い
。
ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
待
機

児
対
策
の
見
直
し
を
進
め
た
い
。

	

安
倍
政
権
の
教
育
委
員
会
制

度
改
革
案
は
、
政
治
権
力
の
教
育

支
配
を
拡
大
す
る
内
容
で
あ
る
。

改
革
案
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

　

	

教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

は
、
政
治
的
な
中
立
を
確
保
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。

	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
再
来

年
一
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

個
人
情
報
保
護
の
観
点
で
大
き
な

問
題
を
抱
え
る
同
制
度
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

	

番
号
の
悪
用
等
の
犯
罪
も
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
慎
重
な
対
応

し
て
の
日
本
の
立
場
に
対
す
る
市

長
の
現
状
認
識
と
考
え
を
伺
う
。

　

	

自
治
体
は
言
及
す
る
立
場
に

な
い
が
、
こ
の
間
の
様
々
な
動
き

に
は
危
惧
し
て
い
る
。
平
和
憲
法

の
大
切
さ
を
振
り
返
り
、
平
和
的

解
決
を
図
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

	

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
学
校

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
膨
大
な
コ

ス
ト
を
伴
う
も
の
は
、
広
域
連
携

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

	

地
方
分
権
に
よ
り
条
例
制
定

権
や
法
令
解
釈
権
が
拡
大
さ
れ
た
。

専
門
知
識
や
読
解
力
向
上
な
ど
人

材
育
成
し
、
行
政
運
営
に
存
分
に

生
か
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

	

権
限
委
譲
は
自
治
の
前
進
で

あ
り
、
今
後
は
有
効
活
用
を
視
点

に
、
職
員
に
も
法
務
検
定
な
ど
の

受
験
を
奨
励
し
、
武
蔵
野
市
に
ふ

さ
わ
し
い
制
度
に
し
た
い
。

	

災
害
対
策
基
本
法
が
成
立
し
、

要
援
護
者
名
簿
の
作
成
が
市
町
村

に
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
情
報
管

理
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

	

名
簿
活
用
で
実
効
性
あ
る
避

難
支
援
へ
と
市
の
役
割
が
明
確
化

さ
れ
た
。
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

	

個
々
の
市
民
の
課
題
に
対
応

し
、
細
や
か
な
福
祉
施
策
を
行

う
た
め
、
市
は
ど
こ
に
重
点
的
な

サ
ー
ビ
ス
基
準
を
置
く
の
か
伺
う
。

　

	

国
の
制
度
だ
け
を
運
用
す
る

の
で
は
な
く
、
当
事
者
の
視
点
で
、

支
援
が
必
要
な
方
に
支
援
が
届
く

政
策
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

	

公
募
に
よ
る
市
民
会
議
や
無

作
為
抽
出
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
の
手
法
を
用
い
て
長
期
計
画
等

が
策
定
さ
れ
て
き
た
。
来
年
度
以

降
策
定
さ
れ
る
第
五
期
長
期
計

画
・
調
整
計
画
に
つ
い
て
、
市
民

参
加
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

策
定
手
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

	

無
作
為
抽
出
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
節
目
ご
と
に
行
う
。

現
在
は
計
画
策
定
ま
で
の
二
年
間

で
五
回
程
度
の
開
催
を
想
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
を
通
じ
て
情
報

を
発
信
し
、
意
見
を
求
め
た
い
。

	

秘
密
保
護
法
の
強
行
や
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
等
の
安
倍

政
権
の
政
策
は
、
平
和
や
憲
法
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
見
解
は
。

　

	

国
の
動
き
が
性
急
な
た
め
、

危
惧
す
る
面
も
多
々
あ
る
。
平
和

憲
法
の
役
割
を
認
識
し
、
他
の
都

市
と
も
連
携
し
な
が
ら
平
和
に
つ

い
て
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

	

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
項
目

の
一
つ
に
「
住
ま
い
」
が
組
み
込

ま
れ
た
が
、
住
宅
の
安
定
は
福
祉

の
要
で
あ
り
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
期
待
す
る
が
見
解
を
伺
う
。

　

	

高
齢
単
身
者
の
住
ま
い
の
支

援
は
不
可
欠
で
あ
り
、
市
内
の
住

宅
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
ほ

か
、
そ
の
他
の
団
体
も
同
じ
方
が

何
役
も
兼
ね
て
い
る
場
合
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

	

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
は
、
役
員
の
固
定
化
、
高
齢
化

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
市
も
今
後

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
後
押
し
で
き

る
計
画
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

	

未
来
に
向
け
、
武
蔵
野
な
ら

で
は
の
自
治
の
あ
り
方
を
市
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

	

市
民
参
加
の
積
み
重
ね
や
周

辺
自
治
体
と
の
連
携
の
取
り
組
み

を
今
後
も
進
め
る
こ
と
が
武
蔵
野

ら
し
い
自
治
の
あ
り
方
と
考
え
る
。

　

	

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
単

独
で
二
、
三
十
年
使
う
予
定
だ

が
、
そ
の
後
は
広
域
的
な
連
携
を

視
野
に
入
れ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

	

北
ホ
ー
ル
の
閉
鎖
方
針
や
マ

ナ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
撤
去
な
ど
市
長

の
丁
寧
な
説
明
が
足
り
な
い
と
思

う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

	

こ
れ
ま
で
も
事
前
の
周
知
に

努
め
て
き
た
が
、
不
徹
底
が
あ
っ

た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。
今
後

も
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
き
た

い
。

	

財
政
援
助
出
資
団
体
の
公
の

施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
、
民

間
業
者
に
も
参
入
さ
せ
、
競
争
原

理
を
働
か
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

	

施
設
に
よ
っ
て
民
間
に
よ
る

効
率
的
な
運
営
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
公
募
制
の
方
向
も
検
討
し
、

さ
ら
に
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

	

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸

を
目
指
す
た
め
、
既
存
の
介
護
予

防
事
業
等
を
整
理
、
体
系
化
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
プ
ラ

ン
を
伺
う
。

　

	

高
齢
者
の
健
康
事
業
は
、
公

的
な
事
業
だ
け
で
な
く
民
間
が

行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、

大
い
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

	

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
公

立
保
育
園
改
革
や
企
業
内
保
育
所

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

	

こ
れ
ま
で
も
効
率
的
な
運
営

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
改
善
を

進
め
て
き
た
。
ま
た
、
企
業
内
保

育
所
も
市
内
の
大
き
な
企
業
に
働

き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

主要な施策
（Ⅰ）健康・福祉
　地域リハビリテーションを推進し、地域包括ケア
システムを確立する。高齢者安心コール事業や緊急
医療情報キット配布等を実施する。デイサービス事
業所参入を促進し、障がい児の放課後対策の充実を
図る。障害者虐待通報・緊急相談事業を実施する。

（Ⅱ）子ども・教育
　「すくすく泉」を７月に開設する。保育園入所待機
児童対策として各種保育施設の整備を進める。学習
支援を含む日常生活や将来展望の形成につながるよ
うな個別相談を行う若者サポート事業を実施する。

（Ⅲ）文化・市民生活
　コミュニティのあり方などの検討を進める。「武
蔵野市平和・憲法手帳（仮称）」を作成する。「武蔵
野市歴史資料館（仮称）」を12月に開設する。災害
用トイレの整備、備蓄資機材の拡充、避難所機能の
充実を図る。

（Ⅳ）緑・環境
　農業ふれあい公園を拡張し、（仮称）吉祥寺東町
一丁目公園、すくすく泉公園の施設整備を行う。啓
発講座「水の学校（仮称）」事業を実施する。平成
29年度の稼働開始に向け、新武蔵野クリーンセン
ター（仮称）の工事を進める。

（Ⅴ）都市基盤
　未処理下水の河川への流出抑制、都市型水害の軽
減、雨水貯留施設や雨水浸透施設の設置を進める。
京王井の頭線吉祥寺駅ホームドア整備に着手する。
三鷹駅から井の頭公園へのアクセス道路として玉川
上水の景観に配慮した快適な道路整備を図る。武蔵
境駅周辺の環境整備等を実施する。

（Ⅵ）行・財政
　自治基本条例制定に向け、市民や議会とともに協
議を重ねる。第五期長期計画・調整計画（平成28
～ 32年度）の策定を行う。
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　一般会計予算は、602 億 6 千万円で、前年度比 24 億 7 千万円（4.3％）の増額となりました。歳入の根幹をなす市税収入は、市たばこ税の
減が見込まれるものの、個人市民税、法人市民税、固定資産税、都市計画税などの増のため、全体では前年度比約 13 億 100 万円の増を見込
んでいます。
　今年度予算は、「一人ひとりを大切に　持続可能で確かな未来を築く予算」と位置づけられ、3 年目となる第五期長期計画の各分野に掲げ
られた施策を着実に推進するとともに、新たな課題にも対応しながら持続可能な市政運営を行っていくため、限られた財源を重点的かつ効率
的に配分することを基本に編成されています。また、効率的な行政経営を目指し、健全な財政運営を維持するため、事務事業および補助金の
見直しが継続的に実施されたほか、経常経費では、前年度予算から不用額等を減額した額を上限とする枠配分方式が引き続き実施されるな
ど、内部努力による経費の節減が行われています。
　以下は予算特別委員会の審査概要です。

主要な事業� （単位：千円）

総

括

市
民
文
化
会
館
の
改
修

基
本
計
画
の
内
容
は

　

	

今
回
の
予
算
は
「
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
」
と
の
位
置
づ
け
だ
が
、

特
に
力
を
入
れ
て
い
く
施
策
は
何
か
。

　

	

保
育
園
の
待
機
児
童
対
策
に
つ

い
て
は
量
を
確
保
す
る
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
の
育
ち
の
面
等
か
ら
、

個
々
に
応
じ
た
政
策
を
考
え
た
い
。

　

	

新
年
度
に
着
手
す
る
長
期
計
画

調
整
計
画
の
策
定
の
準
備
で
、
こ
の

間
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
見
直

し
を
ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
。

　

	

長
期
計
画
は
基
本
的
に
継
続
し

て
い
く
が
、
国
の
制
度
変
更
や
、
市

内
の
人
口
推
計
の
若
干
の
ず
れ
に
も

対
応
し
た
見
直
し
を
考
え
て
い
る
。

　

	

経
常
収
支
比
率
が
本
市
で
は
昨

年
の
段
階
で
八
十
八
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
だ
が
、
抑
制
の
方
策
は
あ
る
の
か
。

　

	

調
整
計
画
の
準
備
に
合
わ
せ
、

新
し
い
財
政
計
画
策
定
に
着
手
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
急
を
要
さ
な

い
事
業
の
先
送
り
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

	

市
民
文
化
会
館
の
改
修
基
本
設

計
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
前

提
と
な
る
市
民
文
化
会
館
改
修
基
本

計
画
の
内
容
が
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
て

い
な
い
状
態
で
予
算
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
る
が
見
解
を
。

　

	

三
十
年
が
経
過
す
る
施
設
で
あ

り
、
舞
台
周
り
の
劣
化
と
い
う
技
術

的
な
問
題
も
あ
り
、
検
討
に
時
間
を

要
し
た
。
し
か
る
べ
き
段
階
で
議
会

に
報
告
し
、
整
理
し
て
い
き
た
い
。

歳

入

個
人
市
民
税
の
歳
入
増

見
込
み
の
要
因
は

　

	

固
定
資
産
税
の
上
昇
は
地
代
等

の
上
昇
に
つ
な
が
り
、
個
性
豊
か
な

店
舗
が
消
滅
し
て
い
る
中
、
吉
祥
寺

の
発
展
の
た
め
に
減
免
で
き
な
い
か
。

	

固
定
資
産
税
は
総
務
省
の
評
価

基
準
に
基
づ
き
評
価
す
る
こ
と
が
、

地
方
税
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
吉

祥
寺
な
ど
特
定
地
区
を
減
免
す
る
の

は
難
し
い
と
考
え
る
。

	

個
人
市
民
税
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。

	
人
口
増
や
、
給
与
所
得
控
除
の

改
正
、
景
気
動
向
の
若
干
の
伸
び
を

見
込
ん
で
増
収
と
し
て
い
る
。

	

現
時
点
の
財
政
見
通
し
は
、
第

五
期
長
期
計
画
の
財
政
計
画
作
成
時

よ
り
好
転
し
て
い
る
の
か
。

	

短
期
的
に
税
収
は
伸
び
て
い
る

が
、
今
後
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税

化
の
予
定
も
あ
り
楽
観
で
き
な
い
。

総
務
費

調
整
計
画
で
コ
ミ
セ
ン
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
検
討
を

　

	

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
第
五
期
長

期
計
画
・
調
整
計
画
策
定
の
中
で
建

て
替
え
に
合
わ
せ
た
設
置
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

	

調
整
計
画
策
定
時
に
問
題
提
起

し
た
い
が
現
段
階
で
は
未
定
で
あ
る
。

　

	

市
民
文
化
会
館
の
改
修
工
事
基

本
・
実
施
設
計
の
策
定
に
つ
い
て
、

利
用
者
の
意
見
を
改
修
基
本
計
画
に

反
映
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

	

利
用
者
の
意
見
の
反
映
は
、
指

定
管
理
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
利
用

者
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
結
果
を

計
画
に
含
め
る
形
で
検
討
し
て
い
る
。

　

	

困
窮
家
庭
等
の
青
少
年
を
対
象

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
る
若
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
概
要
は
。

　

	

専
門
団
体
に
委
託
し
、
公
立
施

設
へ
の
職
員
配
置
を
検
討
し
て
お

り
、
学
習
や
保
護
者
へ
の
支
援
等
、

必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

	

幼
稚
園
等
就
園
奨
励
費
補
助
金

に
つ
い
て
、
前
年
度
比
で
約
七
千
五

百
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

　

	

生
活
保
護
世
帯
の
保
護
者
負
担

の
無
償
化
等
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ

た
た
め
、
約
五
百
名
の
対
象
者
の
増

加
を
見
込
み
、
予
算
を
増
額
し
た
。

民
生
費

株
式
会
社
の
保
育
園
経
営

参
入
に
対
す
る
見
解
は

　

	

高
齢
者
安
心
コ
ー
ル
事
業
の
実

施
体
制
や
利
用
の
見
込
み
を
伺
う
。

　

	

地
域
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
や
市
役
所
に
ま
だ
つ
な
が
り
の

な
い
人
等
に
対
し
、
社
会
福
祉
士
等

の
有
資
格
者
で
高
齢
者
福
祉
に
精
通

す
る
人
材
を
有
す
る
民
間
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
委
託
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

	

株
式
会
社
が
市
内
で
初
め
て
保

育
園
経
営
に
参
入
す
る
に
あ
た
り
、

行
政
の
責
任
後
退
や
、
保
育
の
市
場

化
に
よ
る
水
準
格
差
等
の
問
題
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
見
解
を
伺
う
。

　

	
今
回
運
営
に
参
入
す
る
株
式
会

社
は
、
保
育
事
業
を
主
と
し
て
い
る
。

新
規
の
認
可
保
育
園
開
設
は
、
公
立

の
み
で
は
困
難
だ
が
、
保
育
水
準
は

維
持
す
べ
き
で
あ
り
、
市
の
理
念
等

を
理
解
し
て
い
る
会
社
に
お
願
い
し
、

必
要
な
指
導
・
支
援
も
行
っ
て
い
く
。

　

	

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
の

対
象
と
な
っ
た
が
、
理
由
を
伺
う
。

　

	

他
市
よ
り
手
厚
い
上
乗
せ
を
実

施
し
て
い
る
が
、
一
定
所
得
の
あ
る

方
へ
の
給
付
が
適
切
か
ど
う
か
の
見

極
め
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

衛
生
費

マ
ナ
ー
ポ
イ
ン
ト
廃
止

ま
で
の
決
定
過
程
は

　

	

路
上
禁
煙
地
区
の
マ
ナ
ー
ポ
イ

ン
ト
廃
止
ま
で
の
決
定
過
程
と
、
廃

止
を
見
直
す
予
定
の
有
無
を
伺
う
。

　

	

市
民
の
方
々
を
交
え
た
会
議
で
、

複
数
回
の
議
論
を
経
て
廃
止
を
決
定

し
た
。
現
在
は
た
ば
こ
を
吸
う
方
と

吸
わ
な
い
方
が
共
存
で
き
る
環
境
で

な
く
、
廃
止
を
見
直
す
予
定
は
な
い
。

　

	

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の

期
間
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
九

年
度
だ
が
、
今
の
段
階
で
改
定
す
る

理
由
を
伺
う
。

　

	

家
庭
ご
み
有
料
化
よ
り
十
年
経

過
す
る
こ
と
や
、
人
口
が
十
四
万
人

を
超
え
た
こ
と
等
、
計
画
策
定
時
と

状
況
が
変
化
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

	

子
ど
も
へ
の
虐
待
の
原
因
の
一

つ
に
、
乳
幼
児
健
診
等
の
未
受
診
が

あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
対
応
を
伺
う
。

　

	

未
受
診
者
に
は
予
約
な
し
の
訪

問
等
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
接
触
を
試
み

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
お
会
い
で
き

な
い
場
合
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
対
応
に
努
め
て
い
る
。

商
工
費

創
業
希
望
者
へ
の
創
業

支
援
の
目
的
と
目
標
は

　

	

商
店
街
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

よ
る
効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

	

す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
場
合
、

市
の
補
助
金
額
は
現
在
よ
り
三
百
万

円
程
度
下
が
る
と
考
え
る
。

	

消
費
生
活
相
談
で
受
け
る
相
談

の
最
近
の
特
徴
に
つ
い
て
伺
う
。

	

相
談
内
容
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
電
話
サ
ー
ビ
ス
等
の
相
談
が
多

く
、
相
談
者
は
高
齢
者
が
多
い
。

	

創
業
希
望
者
へ
の
創
業
支
援
を

行
う
目
的
と
、
目
標
を
伺
う
。

	

創
業
ま
で
相
談
で
き
る
窓
口
を

設
置
し
、
商
工
会
議
所
等
の
支
援
機

関
と
と
も
に
連
携
の
拠
点
と
し
て
支

援
し
、
市
は
事
業
計
画
で
、
創
業
者

輩
出
件
数
な
ど
の
目
標
値
を
定
め
て

い
き
た
い
。土

木
費

駅
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置

予
算
の
使
用
用
途
は

　

	

京
王
井
の
頭
線
吉
祥
寺
駅
ホ
ー

ム
ド
ア
の
設
置
に
向
け
て
、
予
算

に
計
上
さ
れ
た
五
百
万
円
の
使
用

用
途
、
お
よ
び
今
後
の
具
体
的
な
予

定
は
。

　

	

京
王
電
鉄
が
実
施
す
る
事
業
に

対
し
、
市
が
助
成
を
行
う
も
の
で
、

二
十
六
年
度
は
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置

の
設
計
に
係
る
費
用
、
翌
年
度
以

降
に
は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の
製
作
お

よ
び
設
置
費
用
に
つ
い
て
助
成
を

行
う
。

　

	

道
路
新
設
改
良
事
業
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
改
修
を
行
う
道
路
の
選

定
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

　

	

道
路
の
舗
装
構
造
別
の
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、
さ

ら
に
老
朽
度
も
現
場
で
確
認
し
な
が

ら
、
道
路
改
修
を
進
め
て
い
く
。

　

	

特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建

築
物
の
耐
震
化
率
に
つ
い
て
、
市

内
の
耐
震
化
率
が
東
京
都
全
体
の
数

字
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
課

題
は
。

　

	

建
物
を
複
数
で
所
有
す
る
場
合

や
、
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て
い
る
場
合

な
ど
、
改
修
の
合
意
形
成
に
時
間
を

要
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

一般会計歳入予算の内訳および 歳出予算の目的別内訳

地方消費税交付金
21億8000万円 
（3.6%）

分担金及び負担金
4億1196万円
（0.7%）
利子割交付金
2億円
（0.3%）

繰越金
7億円
（1.2%）

諸収入
4億5127万円
（0.7%）

消防費
20億9340万円 
（3.5%）

その他
12億6847万円 
（2.2%）

その他
4億5850万円 
（0.8%）

公債費
24億6157万円 
（4.1%）

民生費
242億1880万円 
（40.2%）

土木費
86億9677万円
（14.4%）

総務費
76億5514万円 
（12.7%）

教育費
69億6502万円
（11.5%）

衛生費
69億83万円 
（11.4%）

市税
377億778万円 
（62.6%）

国庫支出金
75億5247万円
（12.5%）

歳 入 歳 出
602億6000万円 602億6000万円

使用料及び手数料
15億955万円
（2.5%）
市債
15億4600万円
（2.6%）

繰入金
23億6649万円 
（3.9%）
都支出金
51億7598万円 
（8.6%）

市民1人当たり　428,814円
1世帯当たり　824,519円

■一般会計�
◇総務費�
・第五期長期計画・調整計画策定� 16,083�
・人事評価制度の改善� 1,500�
・チャレンジする組織への変革プロジェクト� 4,320�
・市民文化会館改修基本・実施設計� 137,793�
・若者サポート事業� 2,000�
◇民生費�
・臨時福祉給付金支給事業、子育て世帯臨時特例給付金支給事業� 77,660�
・高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定� 6,344�
・高齢者安心コール事業� 6,999�
・障害者計画の改定� 6,413�
・障害児放課後対策事業の充実� 24,465�
・障害者虐待通報・緊急相談事業� 2,344�
・すくすく施設事業� 51,204�
・保育料審議会の開催� 1,458�
・新規グループ保育室の開設� 32,628�
・認証保育所の誘致� 110,706�
・認可保育園の新規誘致及び既存施設の建替え� 366,711�
・桜堤児童館２階を活用した緊急待機児童対策事業� 28,656�
◇衛生費�
・市域のエネルギー需要削減手法検証事業� 4,000�
・環境基本計画の策定� 2,738�
・環境マネジメントシステムの見直し� 1,510�
・効率的なエネルギー活用推進助成事業� 18,010�
・太陽光発電システム設置・改良事業� 59,501�
・一般廃棄物処理基本計画改定� 2,851�
・地域医療のあり方検討委員会（仮称）の設置� 1,290�
◇商工費�
・創業支援� 1,748�

・吉祥寺駅南北自由通路開通記念イベント補助� 5,000�
・吉祥寺ウェルカムキャンペーン補助� 7,300�
・小規模企業者等への補助事業� 85,428�
・観光振興事業� 43,686�
◇土木費�
・駅前総合案内板設置� 6,361�
・京王井の頭線吉祥寺駅ホームドア設置� 5,000�
・吉祥寺地区まちづくり検討調査� 3,500�
・武蔵境駅北口第二自転車駐車場再整備� 92,000�
・耐震アドバイザー派遣事業� 9,207�
・道路ストック総点検（路面下空洞調査を含む）� 68,860�
◇消防費�
・消防団活動態勢の充実� 10,588�
・避難行動支援体制検討委員会の設置� 1,142�
・帰宅困難者用備蓄（公共一時滞在施設用）� 2,366�
◇教育費�
・教育推進室（仮称）の設置� 11,071�
・学校施設整備基本方針の策定� 2,520�
・特別支援教育推進事業� 43,938�
・特別支援学級の運営� 80,440�
・子ども文化・スポーツ・体験活動事業� 4,209�
・歴史資料館（仮称）の開館� 112,877�

■下水道事業会計�
・下水道使用料検討委員会� 2,500�
・水の学校（仮称）関連事業� 2,954�
・区部流入増補管きょ整備事業� 270,000�
・石神井川排水区雨水幹線整備事業� 332,969�
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一般会計歳入予算の内訳および 歳出予算の目的別内訳

地方消費税交付金
21億8000万円 
（3.6%）

分担金及び負担金
4億1196万円
（0.7%）
利子割交付金
2億円
（0.3%）

繰越金
7億円
（1.2%）

諸収入
4億5127万円
（0.7%）

消防費
20億9340万円 
（3.5%）

その他
12億6847万円 
（2.2%）

その他
4億5850万円 
（0.8%）

公債費
24億6157万円 
（4.1%）

民生費
242億1880万円 
（40.2%）

土木費
86億9677万円
（14.4%）

総務費
76億5514万円 
（12.7%）

教育費
69億6502万円
（11.5%）

衛生費
69億83万円 
（11.4%）

市税
377億778万円 
（62.6%）

国庫支出金
75億5247万円
（12.5%）

歳 入 歳 出
602億6000万円 602億6000万円

使用料及び手数料
15億955万円
（2.5%）
市債
15億4600万円
（2.6%）

繰入金
23億6649万円 
（3.9%）
都支出金
51億7598万円 
（8.6%）

市民1人当たり　428,814円
1世帯当たり　824,519円

審査した特別委員
平成26年度予算審査に当たっ
た特別委員の氏名は、次のと
おり。
◎桑津昇太郎　○山本あつし
　田辺あき子　　前田　秀樹
　高野恒一郎　　ひがしまり子
　川名ゆうじ　　近藤　和義
　斉藤シンイチ　　土屋美恵子
　橋本しげき　　しばみのる

◎印�委員長　�○印�副委員長　

桑津昇太郎 予算特別委員長

予算特別委員会の審査風景

消
防
費

災
害
時
の
子
ど
も
の

保
護
に
向
け
た
対
応
を

　

	

災
害
時
に
保
護
者
が
帰
宅
困
難

と
な
っ
た
場
合
の
、
子
育
て
施
設
等

に
お
け
る
子
ど
も
の
保
護
の
対
応
は
。

	

昼
間
は
学
校
や
あ
そ
べ
え
で
、

夜
間
は
子
育
て
関
連
施
設
で
可
能
な

限
り
保
護
を
行
う
。
今
後
さ
ら
に
具

体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

	

災
害
時
、
消
防
車
が
入
れ
な
く

て
も
消
火
作
業
が
可
能
な
可
搬
式
ポ

ン
プ
の
導
入
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

	

自
治
防
災
組
織
に
よ
る
訓
練
を

行
っ
て
い
る
が
、
使
用
方
法
が
難
し

く
、
積
極
的
貸
与
は
行
っ
て
い
な
い
。

	

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
電
気

の
確
保
に
向
け
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
活
用
等
、
環
境
部
と
の
連
携
は
。

	

電
気
の
確
保
は
重
要
で
あ
り
、

避
難
所
の
倉
庫
等
の
状
況
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

教
育
費

歴
史
資
料
館
開
館
へ
の

課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
は

　

	

歴
史
資
料
館
に
つ
い
て
、
資
料

の
収
集
・
保
存
の
基
準
が
明
確
で
は

な
い
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

が
、
設
置
条
例
制
定
ま
で
に
解
決
で

き
る
の
か
。

	

整
理
基
準
は
お
お
む
ね
で
き
て

お
り
、
収
集
基
準
は
整
理
作
業
の

中
で
目
安
が
出
て
く
る
と
想
定
し

て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ

い
て
は
条
例
を
提
案
す
る
中
で
回
答

し
た
い
。

	

教
育
開
発
室
の
機
能
を
向
上
さ

せ
た
教
育
推
進
室
が
新
た
に
市
役
所

内
に
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
。

	

学
校
単
位
で
取
り
組
ん
で
き
た

成
果
を
集
約
し
、
教
員
の
資
質
向
上

等
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

	

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
、
今

年
度
よ
り
就
学
相
談
を
通
年
で
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
効
果
は
。

	

生
徒
の
成
長
に
合
わ
せ
た
相
談

体
制
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
等
の

効
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

	

井
之
頭
小
学
校
に
新
設
さ
れ
た

情
緒
障
害
等
通
級
指
導
学
級
の
か
わ

せ
み
学
級
の
、
教
員
・
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
の
体
制
や
主
な
特
徴
は
。

	

二
ク
ラ
ス
に
担
任
二
名
、
加
配

教
員
一
名
、
介
助
員
一
名
の
体
制
で

運
営
す
る
。
ま
た
、
小
集
団
・
個
別

指
導
が
で
き
る
等
の
特
徴
が
あ
る
。

	

若
者
の
投
票
率
が
低
い
中
で
、

有
権
者
と
し
て
の
権
利
行
使
は
大
事

だ
と
考
え
て
い
け
る
よ
う
な
教
育
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

	

権
利
と
義
務
の
両
面
が
重
要
で

あ
り
今
後
指
導
方
法
を
検
討
し
た
い
。

各
特
別
会
計

下
水
道
使
用
料
金
の
仕
組
み

市
民
に
分
か
り
や
す
く
す
る
工
夫
は

〈
下
水
道
事
業
会
計
予
算
〉

　

	

下
水
道
料
金
の
仕
組
み
が
市
民

に
分
か
り
に
く
い
と
思
う
が
、
何
か

工
夫
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

	

こ
れ
ま
で
も
、
出
前
講
座
や
各

駅
勢
圏
で
の
説
明
会
な
ど
を
行
っ
て

き
た
が
、
今
回
は
、
水
の
学
校
と
い

う
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
よ
り
多
く

の
方
に
下
水
道
の
現
状
、
課
題
を
含

め
、
下
水
道
は
使
用
料
で
賄
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
き
た
い
。

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
〉

　

	

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

現
段
階
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
課
題
を
ど
う
整
理
し
て
い
る
の
か
。

　

	

要
支
援
の
方
に
対
す
る
通
所
介

護
、
訪
問
介
護
が
市
町
村
の
地
域
支

援
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
を
踏
ま
え

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

夏
頃
、
国
か
ら
詳
細
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
示
さ
れ
る
の
で
、
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　３月26日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。各会派の構成は８面
に掲載しております。
　予算特別委員会の詳しい内容は、会議録またはインターネット議会中継（アクセス手順は６面に掲載）でご覧いただけます。
　会議録は５月下旬以降、各市立図書館、コミュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー、または市議会ホーム
ページにおいて閲覧することができます。
　❶平成26年度武蔵野市一般会計予算	 ❷平成26年度武蔵野市下水道事業会計予算
　❸平成26年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算	 ❹平成26年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算
　❺平成26年度武蔵野市介護保険事業会計予算	 ❻平成26年度武蔵野市水道事業会計予算

　26年度予算は、市民の命を守り、一人ひとり
を大切に、持続可能な安定した市政運営ができ

市議会市民クラブ

市民とともに築く�
予算とすべき

　　　　　　土屋美恵子議員

❶❷❸❹❺❻賛成

るかを視点に審査に臨んだ。財政運営につい
ては、今後の少子高齢化、インフラの整備、
公共施設の建て替え等を抱える中、事務事業
評価や職員定数見直し、基金の積み増し等を
評価する。喫緊の事業への対応に危惧する点
もあるが、全体的に各施策は堅実に予算が組
まれておりおおむね妥当と判断する。今後、
丁寧な進め方により議会とのそごが生じない
よう、わかりやすい資料提供をお願いする。

市民の党

必要な施策の積極的な�
事業化・速やかな実施を

　　　　　　山本あつし議員

❶❷❸❹❺❻賛成

の権利条約の理念を明記し、学校教育計画等
の改定も同様の視点で進めてほしい。まちづ
くり分野では、エリアマネジメントの考え方
に基づき、環境等の問題について、市民生活
を含めた全体のビジョンの中で取り組んでほ
しい。全体としては、個人情報保護について
の具体的な取り組みの推進や、生活困窮者対
策をはじめとする必要な施策が速やかに実施
されることを望み、予算に賛成する。

たが、議会との調整が済むまで予算は執行し
ない旨の市長の答弁等を考慮し、賛成する。
歴史資料館について、設置予定の旧西部図書
館は老朽化や使用料等の課題があるが、歴史
資料館だけ抜き取って予算に反対できず、や
むなく賛成する。26年度は社会問題化して
いる待機児童対策等、必要不可欠な施策も数
多く盛り込まれており、持続可能な市政のた
めに適切な執行を望み、予算に賛成する。

　主な分野について意見を述べる。子ども・教
育分野では、第四次子どもプランの中に子ども

　文化会館改修工事について、その計画が議会
にほとんど示されない状況で予算案が提出され

民主生活者ネット　　

市民、市議会、行政が�
情報を共有した�
市政運営を� 川名ゆうじ議員

❶❷❸❹❺❻賛成

　特定秘密保護法に対し、条文を読まず一部報
道の情報をうのみにし懸念を表すという、無責

　審査にあたっては、政策本来の理念が反映さ
れているか、市民目線の本義が徹底されている

自由民主クラブ

市民や市議会への適切な�
情報提供を求める

　　　　　　高野恒一郎議員

❶❷❸❹❺❻賛成

市議会公明党

地域リハビリテーションの�
理念の下バランスのとれた�
財政運営を� 田辺あき子議員

❶❷❸❹❺❻賛成

任な邑上市長の政治姿勢には強く抗議する。
歴史資料館開設は、旧西部図書館跡地では適
切でなく、決定過程や事業内容等も不明確で
あるため、一度立ち止まり検討し直すべきで
ある。現在の市政運営は、市民や市議会に対
し、適切に情報提供がなされていない部分が
あり、問題点として指摘する。しかし、それ
ぞれの施策には一定の前向きな答弁もあった
ものと理解し賛成とする。

か、長期計画との整合性などの視点を中心に
臨んだ。歴史資料館における公文書機能の精
査や、都有地の借用の問題、また、市民文化
会館の大型改修に関する情報提供のあり方、
基金の基本的な考え方など課題は残るもの
の、全般的にはおおむね良好と判断する。
　地域リハビリテーションの理念の下、バラ
ンスのとれた財政運営、市民理解と合意形成
に向けた賢明な対応を求め、賛成とする。

日本共産党武蔵野市議団

待機児童問題への�
さらなる対策を

橋本しげき議員

❶❷❸❹❺❻賛成

ル事業等の新規事業や、特別支援教育の推進
等の拡大・充実事業を進めていることは評価
するが、待機児童等の問題は依然深刻である。
待機児童対策には認可保育園の増設が不可欠
であり、さらなる対策を求める。また、新規認
可保育園への株式会社の参入はすべきでない
と考える。さらに、消費税増税で市民の暮ら
しがますます大変になる中、下水道使用料の
値上げをしない等、よく検討するよう求める。

税と支出との整合性、成果目標は何かという
視点で質疑をした。公共施設の再編成を考え
ると、市民、市議会、行政との情報共有がで
きていないことが明らかになった。今後、財
政が厳しくなり縮小型の市政運営が続くとな
ると、情報を共有し議論、決定、執行すると
いう、明確なルールを早急に確立しなくては
ならない。今予算については、住民福祉の向
上につながることを求めて、賛成とする。

　今回の予算案が市民の暮らしを支える予算で
あるかを基準に審査に臨んだ。高齢者安心コー

　今回は長期計画の進ちょくが形になることが
求められる予算であり、長期計画との整合性、

むさしの無所属クラブ

持続可能な市政のために�
適切な予算の執行を

小美濃安弘議員

❶❷❸❹❺❻賛成
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　第１回定例会では２月26日、27日に、10名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質
問と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、５月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、コミュニティセンター、市役所７
階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第１回定例会分は５月26日登
録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※	一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に
対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

　平成26年２月４日、文教委員６名と与座武議長が、
旧桜堤小学校およびふるさと府中歴史館を視察し、
収蔵されている歴史資料などの見学を行いました。
（写真はふるさと府中歴史館の見学の様子）

　平成26年４月11日、江藤俊昭先生（山梨学院大学法学部
教授）を講師にお招きし、「議会基本条例により議会がどのよ
うに変わるか」についての議員研修会を行いました。当日は
21名の議員が出席しました。

第四次子どもプラン 
継続的な話し合いを

　　ひがしまり子議員
	 第四次子どもプラン武蔵野策定のため

の無作為抽出のワークショップで市民から
出された課題や意見を、今後、施策にどう
生かしていくのか。また、再度同じメン
バーで継続的に話し合いをしてはどうか。
	 子どもプラン推進地域協議会での資料

とし、同協議会の意見とともに策定の参考
としたい。また、秋に予定の無作為抽出
ワークショップに応募した方に加え、以前
参加した方にも参加を呼びかけていきたい。
	 空き家対策として、マイホーム借り上

げ制度の利用者はどのくらいか伺う。
	 相談者は 100 件を超えている状況であ

り、今後も同制度の活用を進めていきたい。

特定秘密保護法が 
市政運営に与える影響は

　　深沢達也議員
	 特定秘密保護法の市政運営に対する影

響について、①地方自治体運営への影響の
有無は②取り扱い次第で民間人にも罰則等
の影響が危惧されているが想定する内容は
③市政へ影響が想定される場合の対応は④
国民の自由を保障し民主主義を進めるため
に、法を廃止すべきと考えるが見解は。
	 現時点で市への直接的な影響は不明だ

が、何が秘密かわかりにくい状況である。
特定秘密を扱う者への適性評価や、市民生
活に影響を及ぼす事態に際し関係機関から
情報が提供されるか等、多くの疑問が解消
されておらず、情報公開のあり方とあわせ
て慎重な審議が必要と考える。

大雪に対する武蔵野市の
対応について

前田秀樹議員
	 ２月８日と 14 日の２回にわたり、関

東甲信越で記録的な大雪が降ったが、山間
部の自治体などとは異なる本市では、大雪
に対する防災計画を立てているのかを伺う。
	 地域防災計画では、風水害対策として

対応することになっており、今回の大雪で
も警戒態勢をとり警戒活動を行ってきた。
	 大雪が降ったあとの除雪作業がスムー

ズにいくように、市民への雪かきのマニュ
アルのようなものを作ったらいかがか。
	 市民には除雪時の留意事項や啓発事項

を整理して何らかの形で伝えていきたい。
　このほか、吉祥寺南口の再開発について
の質問がありました。

農地・公園の拡大等 
について

　　山本あつし議員
	 農地・公園の拡大等について、①緑の

基本計画等に掲げる各目標の実現可能性を
見極め、次の方向性を打ち出すべきと考え
るが見解は②毎年13億円程度を公園・緑地
の確保に投入しているが、今後の見通しは
③農業ふれあい公園や境冒険遊び場公園は
ニーズが高いが、市内に１か所のみである。
この配置について再検討の予定は。
	 ①今後の社会状況を見据えて、各計画

の再構築を検討したい②公園の目標量を達
成するため、同程度の財源確保に努めてい
きたい③全市を対象とした公園と位置付け
ているが、ニーズを勘案し、緑の基本計画
等を見直す中で議論したい。

武蔵野市の 
スポーツ振興等について

 高野恒一郎議員
	 スポーツ祭東京の開催を、今後のス

ポーツ・地域振興に結び付ける取り組みは。
	 地域の活性化や、特に子どもたちに夢

を描いてもらえるように、全国規模の大会
の誘致を今後とも検討していきたい。
	 小・中学生の体力低下が懸念されるが、

部活動等に対する本市の取り組みは。
	 外部指導員の活用により部活動の充実

を図ることを含め、子どもの体力等の向上
に向けた取り組みを進めていきたい。
	 消防団員確保のため、市内在住者だけ

ではなく在勤者の入団も認めるべきでは。
	 消防団の役割は非常に大きいため、将

来の団員確保に向け検討を進めていきたい。

新たなコミュニティ構想と 
福祉的ニーズに応える住宅政策を

内山さとこ議員
	 市民生活は、行政機構のように専門化・

細分化できない。複合的な暮らしの課題に取
り組むために、市民生活全体を包括的にとら
えるコミュニティ部門を設けるべきでは。
	 効果的な市民サービスを提供するために、

各分野の連携を今後も研究したい。
	 住宅確保が困難な市民と情報をつなぎ、

住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる
よう、住宅と福祉部門の共管で、武蔵野市モ
デルとして政策・制度を展開すべきでは。
	 豊島区の居住支援協議会＊等の事例も

参考に住宅マスタープランの策定時等、今後
さまざまな場面で研究や検討を深めたい。
＊	低所得者等、住宅確保に特に配慮を要する者が民間
住宅に入居できるようにするための自治体ごとの組織

携帯電話版武蔵野市
ホームページの開き方

携帯電話版ホーム
ページのお知らせ

　携帯電話で市議会からのお知らせを
ご覧いただけます。携帯電話版武蔵野
市ホームページを開き、「市議会のお知
らせ」をクリックしてください。

http://www.city.musashino.lg.jp/m/

下記のURLを直接入力するか、
携帯電話でQRコード
（2次元バーコード）を
読み取ってください。

インターネット議会中継ホームページに
アクセスする手順

インターネット議会中継を
ご覧いただけます

　現在、平成18年9月定例会以降の、本会議・
決算特別委員会・予算特別委員会等の模様を録
画でご覧いただけます。
　なお、録画は、生中継終了後3日程度（土・
日・休日を除く）で、ご覧いただけます。

インターネット議会中継ホームページ

武蔵野市ホームページから
→  市議会  →  インターネット中継

の順にクリックしてください。
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　平成26年４月６日、第22回武蔵野桜まつりがむさしの市民公園などで開催され、与座　武議長をはじめ
20名の議員が参加しました。また、友好都市である富山県南砺市、長野県安曇野市および鳥取県岩美町の
議員団が桜まつりに参加するために来訪し、同５日・６日にわたり本市議員との交流が行われました。

行政による精神疾患等の 
対策と包括的な支援を

　　斉藤シンイチ議員
	 子育て分野では、親子ともに精神疾患

等の生活課題を抱え、支援困難な事例が増
えているため、専門的な支援が必要では。
	 子育て支援ネットワークの関係機関の

連携により、必要な支援を行っているが、
保護者自身に病識がない場合は医療機関へ
の受診が難しいため、専門的な医療支援に
つなげられるよう、今後も努めていきたい。
	 うつ病は多くの高齢者にみられる疾患

と認識しているが、その実態把握と対応は。
	 うつ病としての実態把握はしていない

が、介護職等の支援者に対して、疾患に応
じた適切な支援を心がけるように、研修等
を通じて周知徹底を図っていきたい。

健康・安全で暮らしやす
い施策を進めよ

しばみのる議員
	 吉祥寺東町にテンミリオンハウスを設

置するなど、高齢者の集いの場を地域の要
望を聞きながら整備してほしいが、見解は。
	 適切な物件があり、かつ運営体制が整

う場合には前向きに検討していく。
	 いきいき体操などの、健康体操の実施

場所および定員の拡大を求めるがいかがか。
	 参加希望状況などを考慮し、実施場所

のスポーツクラブと調整・協議していく。
	 買い物などの際に利用できる、一時利

用駐輪場の増設を求めるが、今後の方針は。
	 駐輪場スペースの利活用を研究すると

ともに、駐輪場の開放について、今後も銀
行や商店街に協力をお願いしていく。

１面写真募集要領〈次回の締め切り7月11日〉

●内　　容	：		武蔵野市内で応募者自身が撮影した、未発表のオリジナル作品（カラー）に限ります
（明らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了承を得てください）。

●規　　格	：	①紙焼きの場合　・サイズ　六つ切り
	 	 ②デジタルデータの場合

	 	 ・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式
	 	 ・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上
	 	 ・	ファイルサイズ　2ＭＢ程度まで（2ＭＢ以上になるとメールが受信できない

場合があります）
●審　　査	：	議会広報委員会が審査します。
●発　　表	：		採用された作品は、8月1日発行の市議会だよりに掲載します（賞品等はありませ

んのでご了承ください）。
●著 作 権	：		作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、市議会だより掲載後6か月間、

他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、作品採用の条件といたします。
●期　　限	：	 7月11日（金）当日消印有効
●応募方法	：		撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作品に関するコ

メント（100字程度）を明記の上、下記あて先までご応募ください（作品は返却いたし
ません。なお、今回採用されなかった場合、次号以降の市議会だよりの1面写真に
使用させていただく場合があります）。

●あ て 先	：		〒180-8777	武蔵野市緑町2-2-28
	 	 	 武蔵野市議会事務局　市議会だより係
	 	 デジタルデータの場合はメールで
	 	 ofc-gikai@city.musashino.lg.jpまで
	 	（CD-R等、各種メディアでの送付はご遠慮ください）
●問い合わせ	：	℡0422-60-1883

武蔵野市の
いじめに対する対策は

　　川名ゆうじ議員
	 ＬＩＮＥなどのコミュニケーションアプリでの

子どものいじめやトラブル対策を、早急に行う
べきと考えるがいかがか。
	 市内全小・中学校でセーフティー教室を

実施し、子どもへ意識啓発を図っている。
	 武蔵野市のホームページにあるバナー広

告枠を、事業者に無料で提供することにより、
市と民間事業者の協働をより推進することにな
るのでは。
	 協力いただける企業は大変多く、ホーム

ページの掲載・利用の仕方については課題も
あり、今後、研究・工夫していきたい。
　このほか、教育委員会制度についての質
問がありました。

「子ども・子育て支援新制度」
の武蔵野市の青写真等について

蔵野恵美子議員
	 来年４月にスタートする「子ども・子

育て支援新制度」について、①新制度への
対応の進行状況は②対象範囲を全小学生に
拡大可能な学童クラブ事業の方向性は。
	 ①保育認定システムの改修や認可基準

等の条例制定を検討しており、子ども家庭
部の組織改正も行う予定だ②現時点の対象
の拡大は困難だが拡充の方向で検討したい。
	 市内駐輪場の空き情報について、ス

マートフォンで確認できるアプリケーション
を導入すべきと考えるが、見解を伺う。
	 システムは研究しているが、現場での対

応がまだ十分ではない。ゆくゆくはスマート
フォン等に対して発信したいと考える。

（中央通りで行われたパレードの様子） （友好都市議員団の来訪歓迎会の様子）

傍聴のご案内
　傍聴は、６～７面の一般質問や議案の審議など、市議会の活動を知るよい
機会です。お気軽にお越しください。

　本会議の傍聴 　	市役所東棟８階の傍聴者入口で受付をしてください。

　委員会の傍聴  　 市役所南棟７階の議会事務局で受付をしてください。

※ 予約は不要です。また、議会の日程については、市報・ホームページでご確認
いただくか（１面下部参照）、議会事務局議事係に直接お問い合わせください。
☎ ０４２２－６０－１８８３

▲ ▲ ▲

「声の市議会だより」をご利用ください ▲ ▲ ▲

　目の不自由な方へは、ボランティア団体「朗読奉仕の会むさしの」のご協力によ
り、声の市議会だより（カセットテープ版もしくはデイジー版）をお届けしています。
　ご希望の方は議会事務局までご連絡ください。 ☎ 0422-60-1883

　武蔵野市の行っている施策は全国的にも注目を集めるものが多く、全国の地方
議会等から市議会に対して行政視察の依頼があります。平成 25 年度は全国から
47 件の視察を受けました。その中でも視察希望が多かった施策をご紹介します。

第１位 ひと・まち・情報創造館　武蔵野プレイス　12件　
第２位 ファシリティマネジメント（公共施設再編）　８件
第３位 子育て支援施策　７件
  　        （みどりのこども館、地域子ども館あそべえなど）

　その他にムーバス、新武蔵野クリーンセンター、インターネット議会
中継などについて行政視察を受けました。
　平成 25 年度、視察が最も多かった武蔵野プレイスは、平成 23 年７月
に開館して以来、平成 24 年度には延べ来館者数が 150 万人となるなど
多くの方に利用されており、全国の地方議会からも行政視察のテーマと
して高い注目を集めました。

武蔵野市の行政視察受け入れ状況
（平成 25 年度）

外観

▼武蔵野プレイス

館内（1階）
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● 請願・陳情を提出する方へ

 　本市議会には、市民の方々の要望や意見を市政に反映させるための、
請願・陳情制度があります。

請　願

市議会議員の紹介を必要とします。
委員会での審査後、本会議において、採択又は不採択の決
定を行います。採択されたもののうち、執行機関で処理が
必要なものを市長等に送付し、その処理経過および結果の
報告を求めます。

陳　情
市議会議員の紹介のないものは、陳情として受け付けます。
武蔵野市議会では、原則として陳情を請願と同様に取り扱
います。

※	書式や手続き等の詳細については、ホームページでご確認いただくか
（１面下部参照）、議会事務局議事係に直接お問い合わせください。

☎０４２２－６０－１８８３

石井一徳議員 死去
　石井一徳議員は、平成 26 年２月８日に死去されました
（68 歳）。
　故石井議員は、昭和 58 年市議会議員に初当選し、８期・
30 年間にわたり、市政の発展に尽力されました。その間、
平成９年から11年に第 34 代議長を務め、また総務委員長、
文教委員長、環境浄化対策特別委員長、予算特別委員長、
議会運営委員長などの要職を務められました。
　ここに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

店の目玉の「羽釜」

店内の様子

議案審議結果（議決）一覧

第 1 回定例会
【市長提出議案（32件）】

議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。
TEL	0422-60-1883　FAX	0422-55-7555
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

議　　　会
事　務　局

●専決処分の承認を求めることについて（平成 25年度武蔵野市一般会計補正予算（第６回））
　　　……………………………………………………………………………………… 承認（全会一致）
※東京都知事選挙の執行に要する経費の予算措置について、専決処分の承認を求めるもの。
●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について�…………………………………… 同意（全会一致）
※本市教育委員会委員に伴

ばん

　彭
みち

子
こ

氏を再任することについて、市議会の同意を求めるもの。
●武蔵野市公平委員会委員の選任の同意について	…………………………………… 同意（全会一致）
※本市公平委員会委員に齋

さい

藤
とう

勝
かつ

男
お

氏を再任することについて、市議会の同意を求めるもの。
●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について	…………………… 同意（全会一致）
※本市固定資産評価審査委員会委員に高

たか

橋
はし

功
こう

次
じ

氏を再任することについて、市議会の同意を求め
るもの。

●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について	…………………… 同意（全会一致）
※本市固定資産評価審査委員会委員に吉

よし

田
だ

宗
そう

一
いち

郎
ろう

氏を再任することについて、市議会の同意を求
めるもの。

●武蔵野市職員定数条例の一部を改正する条例	……………………………………… 可決（全会一致）
※第６次職員定数適正化計画の実施による選挙管理委員会の事務局の職員の兼任に伴い、所要の
改正をするもの。

●武蔵野市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例	 … 可決（全会一致）
※報酬および費用弁償を支給する非常勤職員を追加するため、所要の改正をするもの。
●武蔵野市一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例	 ……………… 可決（全会一致）
※職員の自治体間相互派遣の実施に伴い、移転料及び着後手当について規定するほか、所要の改
正をするもの。

●武蔵野市行政財産使用料条例………………………………………………………… 可決（全会一致）
※公有財産の適切かつ効率的な管理を図るため、行政財産の使用料に関して必要な事項を定めるもの。
●武蔵野市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例	…………………………… 可決（全会一致）
※地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律
（平成 25 年法律第 44 号）の施行による地方青少年問題協議会法（昭和 28 年法律第 83 号）の
改正に伴い、会長および委員の基準を定めるほか、所要の改正をするもの。

●武蔵野市乳幼児及び義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
　　　……………………………………………………………………………………… 可決（全会一致）
※第三者の行為によって生じた疾病または負傷に係る損害賠償の請求権の譲渡等に係る規定を設
けるほか、所要の改正をするもの。

●武蔵野市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例	……… 可決（全会一致）
※第三者の行為によって生じた疾病または負傷に係る損害賠償の請求権の譲渡等に係る規定を設
けるほか、所要の改正をするもの。

●武蔵野市福祉サービス利用料条例の一部を改正する条例	 ………………………… 可決（全会一致）
※生活支援ヘルパー派遣事業および生活支援デイサービス事業の利用料等の見直しに伴い、所要
の改正をするもの。

●武蔵野市有料自転車駐車場条例の一部を改正する条例	…………………………… 可決（全会一致）
※武蔵境駅北口第二駐輪場の廃止に伴い、所要の改正をするもの。
●武蔵野市まちづくり条例の一部を改正する条例	……………………………………… 可決（全会一致）
※武蔵野市まちづくり条例（平成 20 年９月武蔵野市条例第 39 条）付則第８項の規定による見直
しを踏まえ、大規模土地取引行為に係る土地の利用に対するまちづくり計画に関連する意見書
の提出の手続きを定めるほか、所要の改正を行うもの。

●武蔵野市公共事業の施行に伴う融資に関する条例を廃止する条例	 ……………… 可決（賛成多数）
※社会情勢の変化に伴い、制度を存続する必要がなくなったと判断されるため、条例を廃止するもの。
●武蔵野市社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例	 ……………………… 可決（全会一致）
※地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律
（平成 25 年法律第 44 号）の施行による社会教育法（昭和 24 年法律第 207 号）の改正に伴い、
社会教育委員の委嘱の基準を定めるほか、所要の改正をするもの。

●東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約	……………………… 可決（全会一致）
※東京都後期高齢者医療広域連合の経費の支弁の方法を変更するため、地方自治法（昭和 22 年
法律第 67 号）第 291 条の 11 の規定により提案するもの。

●武蔵野市吉祥寺東町１丁目地内合流式下水道改善施設設置業務委託契約の変更について
　　　……………………………………………………………………………………… 可決（全会一致）
※武蔵野市吉祥寺東町１丁目地内合流式下水道改善施設設置業務委託に係る契約金額および履行
期間の変更を行うもの。

●平成 25年度武蔵野市一般会計補正予算（第７回）�………………………………… 可決（全会一致）
●平成 25年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第２回）�………………………… 可決（全会一致）
●平成 25年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第２回）�………………… 可決（全会一致）
●平成 25年度武蔵野市後期高齢者医療会計補正予算（第１回）�…………………… 可決（全会一致）
●平成 25年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第２回）	……………………… 可決（全会一致）
●平成 26年度武蔵野市一般会計予算�………………………………………………… 可決（全会一致）
●平成 26年度武蔵野市下水道事業会計予算�………………………………………… 可決（全会一致）
●平成 26年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算�………………………………… 可決（全会一致）
●平成 26年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算�…………………………………… 可決（全会一致）
●平成 26年度武蔵野市介護保険事業会計予算�……………………………………… 可決（全会一致）
●平成 26年度武蔵野市水道事業会計予算�…………………………………………… 可決（全会一致）
●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例� ……………… 可決（全会一致）
※一般職の職員の給与制度の改正に伴い、所要の改正をするもの。
●合流式下水道改善施設（神田川排水区）設置業務委託契約の変更について�…… 可決（全会一致）
※合流式下水道改善施設（神田川排水区）設置業務委託契約に係る履行期間の変更を行うもの。

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

会派名簿
　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、議会活動の一
つの基盤となります。
※	氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。議員の連絡先は、
わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

自由民主クラブ� ☎60-1884
きくち　太　郎　　　高　野　恒一郎
近　藤　和　義　　　

むさしの無所属クラブ� ☎ 60-1889
前　田　秀　樹　　　ひがし　まり子
小美濃　安　弘

民主生活者ネット� ☎ 60-1887
西園寺　みきこ　　　深　沢　達　也
川　名　ゆうじ

市議会市民クラブ� ☎60-1885
与　座　　　武　　　土　屋　美恵子
桑　津　昇太郎

市議会公明党� ☎60-1886
田　辺　あき子　　　小　野　正　二
落　合　勝　利

日本共産党武蔵野市議団�☎ 60-1888
橋　本　しげき　　　し　ば　みのる
本　間　まさよ

市民の党� ☎60-1890
山　本　ひとみ　　　斉	藤	シンイチ
山　本　あつし

会派に属さない議員� ☎ 60-1909
蔵　野　恵美子　　　内　山　さとこ

さくらごはん ───────
　桜が満開を迎えた３月 31 日、市役所８階に食堂

「さくらごはん」がオープンしました。武蔵野の
小麦の香りが楽しめる「武蔵野地粉うどん」など、
市内の食材や友好都市の特産品を使ったヘルシーな
メニューを、カフェテリア方式で提供しています。
　運営しているのは社会福祉法人武蔵野で、障害者
の方が生き生きと自分らしく働くための、雇用創出
の場となっています。週替わりのメニューは、好
きな小鉢が２品選べるのも人気のポイント。お釜
で炊いた、炊き立てごはんもお勧めです。市役所
にお立ち寄りの際は、ぜひ８階にも足を運んでみ
てください。

営業時間：午前 11 時～午後３時（閉庁日は休業）
問い合わせ：0422-56-8191

With You Vol.16

議会からのお知らせ

議会広報委員会委員の
変更について

各会派の比率変更に伴い、以下
のとおり委員が変更しました。

≪議会広報委員会≫

（旧）きくち　太郎委員
⬇

（新）土屋　美恵子委員
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